
(57)【要約】

【課題】本発明は、CCDが異常温度になったことを確実

にユーザに伝えることができ、異常温度によるCCDの破

壊を防ぐことができる内視鏡システムを提供することを

目的とする。

【解決手段】内視鏡システム１は、挿入部２と、操作部

３と、ユニバーサルケーブル４と、本体部５と、固定具

６と、表示部７と、により構成される。細長の挿入部２

は、先端部にCCD１０と、レンズ１１と、温度センサ１

２と、LED１３と、を有する。挿入部の基端部に接続さ

れる操作部３は、振動モータ２１を有する。操作部３と

ユニバーサルケーブル４によって接続される本体部５は

、システム制御部１５と、LED駆動部１６と、CCD駆動部

１７と、画像処理部１８と、電源供給部１９と、温度セ

ンサ変換部２０と、スピーカ２２と、を含んで構成され

る。表示部７は、固定具６によって本体部５と着脱自在

になっている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 の 先 端 部 に 固 体 撮 像 素 子 を 備 え た 内 視 鏡 を 有 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 に 配 置 さ れ 、 温 度 検 出 信 号 を 出 力 す る 温 度 検 出 手 段 と 、
　 上 記 温 度 検 出 信 号 と 、 温 度 に 関 す る 第 １ の 閾 値 と を 比 較 し 、 そ の 比 較 結 果 に 基 づ い て 、
比 較 結 果 信 号 を 出 力 す る 比 較 手 段 と 、
　 上 記 比 較 結 果 信 号 に 基 づ い て 、 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 の 手 段 の う ち 少 な く と も ２ つ の 手
段 に よ り 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 の 温 度 が 異 常 温 度 で あ る こ と の 告 知 を 行 う 告 知 手 段 と
、
　 を 具 備 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 上 記 告 知 を 開 始 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 測 す る 告 知 時 間 計 測 手 段 と 、
　 上 記 経 過 時 間 が 、 所 定 の 第 １ の 時 間 に 達 し た 場 合 、 上 記 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 源 を オ フ す
る シ ス テ ム 電 源 オ フ 手 段 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 告 知 を 開 始 し て か ら の 経 過 時 間 を 計 測 す る 告 知 時 間 計 測 手 段 と 、
　 上 記 温 度 検 出 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 の 温 度 の 上 昇 率 を 算 出 す る 上 昇
率 算 出 手 段 と 、
　 上 記 上 昇 率 に 基 づ い て 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 の 温 度 が 温 度 に 関 す る 第 ２ の 閾 値 に 達
す る ま で の 到 達 時 間 を 算 出 す る 到 達 時 間 算 出 手 段 と 、
　 上 記 経 過 時 間 が 上 記 到 達 時 間 に 達 し た 場 合 、 上 記 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 源 を オ フ す る シ ス
テ ム 電 源 オ フ 手 段 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 告 知 手 段 は 、
　 上 記 経 過 時 間 が 所 定 の 第 ２ の 時 間 に 達 し た 場 合 、 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 の ３ つ の 手 段 の
う ち 少 な く と も ２ つ の 手 段 に よ り 、 上 記 経 過 時 間 が 上 記 所 定 の 第 ２ の 時 間 に 達 し た こ と の
告 知 を す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 比 較 手 段 は 、
　 上 記 温 度 検 出 信 号 と 、 上 記 温 度 に 関 す る 第 １ の 閾 値 と は 異 な る 第 ２ の 閾 値 と を 比 較 し 、
そ の 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 上 記 温 度 に 関 す る 第 １ 、 及 び 第 ２ の 閾 値 に 応 じ た 上 記 比 較 結 果
信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 触 覚 の 手 段 は 、
　 振 動 を 用 い て 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 の 温 度 が 異 常 温 度 で あ る こ と を 告 知 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 内 視 鏡 と 接 続 可 能 で あ り 、 上 記 比 較 手 段 及 び 上 記 告 知 手 段 を 含 ん で 構 成 さ
れ る 本 体 部 を 有 し 、
　 上 記 視 覚 の 手 段 、 上 記 聴 覚 の 手 段 、 及 び 上 記 触 覚 の 手 段 の う ち 少 な く と も 一 つ は 、 上 記
本 体 部 と は 異 な る 筐 体 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一
つ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 挿 入 部 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 を 備 え た 内 視 鏡 を 有 し 、 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 の 温
度 に つ い て の 告 知 を 行 う 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 例 え ば 体 腔 内 の 臓 器 の 観 察 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 を 用
い て 治 療 処 置 を 行 う 医 療 分 野 、 ま た 、 ボ イ ラ 、 タ ー ビ ン 、 エ ン ジ ン 、 化 学 プ ラ ン ト 等 の 内
部 の 傷 、 腐 食 等 の 観 察 、 検 査 を 行 う 工 業 分 野 、 に お い て 幅 広 く 用 い ら れ て い る 。 こ れ ら 内
視 鏡 シ ス テ ム の 中 に は 、 被 検 体 に 挿 入 す る 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 撮 像 素 子 と し て の 電 荷 結 像
素 子 （ 以 下 、 CCDと 略 記 ） を 備 え る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 観 察 す る 被 検 体 に よ っ て 観 察 箇 所 が 高 温 で あ る 場 合 が あ り 、
挿 入 部 の 先 端 部 に 配 置 さ れ た CCDの 温 度 が 上 昇 し て し ま う こ と が あ る 。 ま た 、 同 じ よ う に
、 こ れ ら 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 被 検 体 を 照 明 す る 照 明 光 に よ っ て も 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 配 置
さ れ た CCDの 温 度 が 上 昇 し て し ま う こ と が あ る 。 こ の CCDの 温 度 上 昇 は 、 CCDに お け る 暗 電
流 の 増 加 を 引 き 起 こ し 、 観 察 画 像 の 劣 化 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 温 度 検 出 手 段 を 挿 入 部 の 先 端 部 に 配 置 し 、 検 出 し た 温 度 が 所 定 の 温 度 以 上 で あ
る 場 合 、 表 示 部 に 警 告 を 表 示 す る 内 視 鏡 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 開 昭 61-12157
5号 公 報 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 61-121575号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 提 案 さ れ た 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 CCDの 温 度 が 高 温 状 態 で あ る
こ と を 示 す 警 告 が 表 示 部 に 表 示 さ れ て も 、 例 え ば ユ ー ザ が 表 示 部 か ら 離 れ た 場 所 に 居 た り
、 表 示 部 が 見 え な い よ う な 状 況 に お い て は 、 ユ ー ザ が 警 告 に 気 が つ か な い と い っ た 問 題 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 高 温 の 被 検 体 を 観 察 す る 場 合 、 観 察 の 緊 急 性 、 も し く
は 重 要 性 に よ っ て 、 し ば し ば CCDの 温 度 が 上 昇 し て も 観 察 が 継 続 さ れ る こ と が あ る 。 そ の
結 果 、 CCDの 温 度 が 上 昇 し 続 け 、 CCDが 壊 れ て し ま う と い う 問 題 も 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 述 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 CCDが 異 常 温 度 に な っ た
こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き 、 異 常 温 度 に よ っ て CCDが 破 壊 し な い よ う に 観 察
の 中 止 を 促 す こ と が で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 固 体 撮 像 素 子 を 備 え た 内 視 鏡 を 有 す る 内
視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近 傍 に 配 置 さ れ 、 温 度 検 出 信 号 を 出 力 す る 温
度 検 出 手 段 と 、 上 記 温 度 検 出 信 号 と 、 温 度 に 関 す る 第 １ の 閾 値 と を 比 較 し 、 そ の 比 較 結 果
に 基 づ い て 、 比 較 結 果 信 号 を 出 力 す る 比 較 手 段 と 、 上 記 比 較 結 果 信 号 に 基 づ い て 、 視 覚 、
聴 覚 、 及 び 触 覚 の ３ つ の 手 段 の う ち 少 な く と も ２ つ の 手 段 に よ り 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 の 近
傍 の 温 度 が 異 常 温 度 で あ る こ と の 告 知 を 行 う 告 知 手 段 と 、 を 具 備 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 CCDが 異 常 温 度 に な っ た こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き 、 異
常 温 度 に よ っ て CCDが 破 壊 し な い よ う に 観 察 の 中 止 を 促 す こ と が で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム に つ い て 図 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す
る 。 　
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 温 度 セ ン サ を 配 置 し 、 温 度
セ ン サ が 検 出 し た 温 度 が 、 所 定 の 温 度 以 上 の 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 の 先 端 部 が 異 常 温 度 の
場 合 、 ユ ー ザ の 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 に 訴 え る 警 告 を 出 力 す る こ と が で き る よ う に し た も
の で あ る 。 ま た 、 警 告 を 出 力 し て か ら 所 定 の 時 間 が 経 過 す る と 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 源 が
自 動 的 に オ フ さ れ る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 内 視 鏡 シ ス テ ム の 概 略 的 な 構 成 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 　
　 図 １ に 示 す よ う に 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 挿 入 部 ２ と 、 操 作 部 ３ と 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ
ル ４ と 、 本 体 部 ５ と 、 固 定 具 ６ と 、 表 示 部 ７ と 、 に よ り 構 成 さ れ る 。 細 長 の 挿 入 部 ２ は 、
先 端 部 に 固 体 撮 像 素 子 と し て の 電 荷 結 合 素 子 （ 以 下 、 CCDと 略 記 ） １ ０ と 、 レ ン ズ １ １ と
、 温 度 セ ン サ １ ２ と 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 、 LEDと 略 記 ） １ ３ と 、 を 有 す る 。 挿 入 部 の
基 端 部 に 接 続 さ れ る 操 作 部 ３ は 、 振 動 モ ー タ ２ １ を 有 す る 。 操 作 部 ３ と ユ ニ バ ー サ ル ケ ー
ブ ル ４ に よ っ て 接 続 さ れ る 本 体 部 ５ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ と 、 LED駆 動 部 １ ６ と 、 CCD駆
動 部 １ ７ と 、 画 像 処 理 部 １ ８ と 、 電 源 供 給 部 １ ９ と 、 温 度 セ ン サ 変 換 部 ２ ０ と 、 ス ピ ー カ
２ ２ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 表 示 部 ７ は 、 固 定 具 ６ に よ っ て 本 体 部 ５ と 着 脱 自 在 に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 電 源 供 給 部 １ ９ か ら 供 給 さ れ る 内 部 供 給 電 圧 に よ り 動 作 す る 。 こ
の 電 源 供 給 部 １ ９ は 、 例 え ば 図 示 し な い バ ッ テ リ 、 商 用 電 源 、 ACア ダ プ タ な ど か ら 電 圧 を
得 て 、 内 部 供 給 電 圧 を 生 成 す る 。 電 源 供 給 部 １ ９ は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 の オ ン オ フ
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 操 作 部 ３ に 配 置 さ れ た 図 示 し な い ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス と 接
続 さ れ て い る 。 こ の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス か ら の 入 力 に 基 づ い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５
は 、 制 御 信 号 を 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 各 部 へ 出 力 す る 。 こ の 制 御 信 号 は 、 例 え ば 、 LED１ ３
の オ ン オ フ を 制 御 す る 制 御 信 号 、 CCD１ ０ の 駆 動 を 制 御 す る 制 御 信 号 、 画 像 処 理 部 １ ８ が
行 う 画 像 処 理 を 制 御 す る 制 御 信 号 な ど の 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 LED駆 動 部 １ ６ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ か ら 入 力 さ れ た 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 LED駆 動 信
号 を LED１ ３ へ 出 力 す る 。 LED１ ３ は 、 入 力 さ れ た LED駆 動 信 号 に 基 づ い て 被 検 体 を 照 明 す
る 。 被 検 体 か ら の 反 射 光 は 、 レ ン ズ １ １ に よ っ て 、 CCD１ ０ の 受 光 面 に 結 像 さ れ る 。 CCD１
０ は 、 CCD駆 動 部 １ ７ か ら 入 力 さ れ た CCD駆 動 信 号 に 基 づ い て 、 結 像 さ れ た 被 検 体 像 を 光 電
変 換 し 、 撮 像 信 号 を 出 力 す る 。 画 像 処 理 部 １ ８ は 、 入 力 さ れ た 撮 像 信 号 に 所 定 の 画 像 処 理
を 行 い 、 表 示 部 ７ へ 画 像 信 号 を 出 力 す る 。 表 示 部 ７ は 、 入 力 さ れ た 画 像 信 号 に 基 づ い た 画
像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 温 度 を 検 出 し 、 検 出 し た 温 度 が 異 常 温 度 で あ っ た 場 合 に 警 告
を 告 知 す る た め の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 温 度 検 出 手 段 と し て の 温 度 セ ン サ １ ２ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 に 配 置 さ れ た CCD１ ０ の 近
傍 に 配 置 さ れ る 。 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 温 度 セ ン サ １ ２ は 、 常 に CCD
１ ０ の 近 傍 の 温 度 を 検 出 し 、 温 度 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 出 力 さ れ た 温 度 検 出 信 号 は 、 温 度
セ ン サ 変 換 部 ２ ０ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 温 度 セ ン サ 変 換 部 ２ ０ は 、 例 え ば 抵 抗 、 オ ペ ア ン プ 等 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 ま た 、 温 度
セ ン サ 変 換 部 ２ ０ は 、 入 力 さ れ た 温 度 検 出 信 号 を 電 圧 値 Vに 変 換 し 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５
へ 出 力 す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 温 度 に 関 す る 第 １ の 閾 値 と し て 、 CCD１ ０ を 駆 動 す る の に 適 し
た 温 度 の 上 限 を 示 す 電 圧 値 で あ る 閾 値 V T H １ を 予 め 記 憶 し て い る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は
、 入 力 さ れ た 電 圧 値 Vと 、 閾 値 V T H １ と を 比 較 す る 。 電 圧 値 Vが 閾 値 V T H １ 以 上 で あ る 場 合 、
シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る と 判 定 す る 。 電 圧 値 Vが 閾 値 V

T H １ 以 上 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 を 生 成 し 、 出 力 す る 。 シ ス テ
ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ た 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る と 判 定 さ
れ た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 視 覚 の 手 段 に よ る 警 告 を 表 示 部 ７ に 、 聴 覚 の 手 段 に よ
る 警 告 を ス ピ ー カ ２ ２ に 、 触 覚 の 手 段 に よ る 警 告 を 振 動 モ ー タ ２ １ に 、 そ れ ぞ れ 出 力 さ せ
る 。 つ ま り 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 の ３ つ の 手 段 に よ り 、 挿 入 部
２ の 先 端 部 の 温 度 が 異 常 温 度 で あ る と い う 警 告 を ユ ー ザ に 告 知 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 視 覚 の 手 段 に よ る 警 告 の 告 知 の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部
１ ８ へ 表 示 部 ７ に 所 定 の 警 告 の メ ッ セ ー ジ を 表 示 さ せ る よ う な 警 告 告 知 信 号 を 出 力 す る 。
画 像 処 理 部 １ ８ は 、 入 力 さ れ た 警 告 告 知 信 号 に 基 づ い て 、 表 示 部 ７ へ 警 告 表 示 信 号 を 出 力
す る 。 表 示 部 ７ は 、 入 力 さ れ た 警 告 表 示 信 号 に 基 づ い た 所 定 の 警 告 を 表 示 す る 。 こ の 警 告
は 、 例 え ば 「 挿 入 部 先 端 部 が 異 常 温 度 に な っ て い ま す 」 と い う よ う な メ ッ セ ー ジ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 聴 覚 の 手 段 に よ る 警 告 の 告 知 の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 所 定 の 警 告 音 を 出
力 す る よ う な 警 告 告 知 信 号 を ス ピ ー カ ２ ２ に 出 力 す る 。 ス ピ ー カ ２ ２ は 、 入 力 さ れ た 警 告
告 知 信 号 に 基 づ い た 警 告 音 を 出 力 す る 。 こ の 警 告 音 は 、 例 え ば 「 ピ ッ ピ ッ ピ ッ ピ ッ ピ ッ ・
・ ・ 」 と い う よ う な ア ラ ー ム 音 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 続 い て 、 触 覚 の 手 段 に よ る 警 告 の 告 知 の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 振 動 モ ー タ ２ １
へ 、 振 動 モ ー タ ２ １ を 振 動 さ せ る よ う な 警 告 告 知 信 号 を 出 力 す る 。 こ の 振 動 モ ー タ ２ １ は
、 入 力 さ れ た 警 告 告 知 信 号 に 基 づ い て 操 作 部 ３ を 振 動 さ せ る 。 こ の 振 動 は 、 例 え ば １ 秒 間
隔 ご と に 弱 く 振 動 す る 、 と い う よ う な 振 動 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 警 告 を 告 知 す る と 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ を 計 測
し 始 め る 。 つ ま り 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 告 知 信 号 が 出 力 さ れ た 時 点 か ら 経 過 し た
時 間 を 計 測 し 始 め る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 CCD１ ０ が 異 常 温 度 に 耐 え ら れ る 最 長 の 時
間 、 例 え ば ６ ０ 秒 で あ る 第 １ の 時 間 T T H １ を 予 め 記 憶 し て い る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、
警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ が 第 １ の 時 間 T T H １ に 達 し た か ど う か 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ が 第 １ の 時 間 T T H １ に 達 し た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 内 視 鏡
シ ス テ ム １ の 電 源 を オ フ す る こ と を 示 す 終 了 警 告 を 、 表 示 部 ７ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動
モ ー タ ２ １ に 出 力 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 終 了 告 知 信 号 を 、 画 像 処
理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 視 覚 の 手 段 に よ る 終 了 警 告 は 、 例 え ば 「 CCD保 護 の た め 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 源 を オ フ
し ま す 」 と い う よ う な メ ッ セ ー ジ で あ る 。 ま た 、 聴 覚 の 手 段 に よ る 終 了 警 告 は 、 「 ブ ー 、
ブ ー 、 ブ ー 、 ・ ・ ・ 」 と い う よ う な ア ラ ー ム 音 で あ る 。 さ ら に 、 触 覚 の 手 段 に よ る 終 了 警
告 は 、 強 く 振 動 し 続 け る 、 と い う よ う な 振 動 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 終 了 告 知 信 号 を 所 定 の 時 間 、 例 え ば ５ 秒 間 出 力 す る と 、 電 源 供
給 部 １ ９ へ 内 視 鏡 シ ス テ ム １ を 終 了 さ せ る た め の 終 了 信 号 を 出 力 す る 。 そ し て 、 終 了 信 号
が 入 力 さ れ た 電 源 供 給 部 １ ９ は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 を オ フ す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 動 作 を 図 を 用 い て 説 明 す る 。 　
　 図 ２ は 異 常 温 度 の 検 出 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 　
　 以 下 の 処 理 は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 が オ ン に さ れ る と 、 常 に 行 わ れ て い る も の で あ
る 。 ま た 、 以 下 の 処 理 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る か ど う か 確 認 す る （ ス テ
ッ プ S１ １ ） 。 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S１ ２ へ 移 行 す る 。
比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い な い 場 合 、 処 理 は 終 了 し 、 引 き 続 き 比 較 結 果 信 号 の 出 力 を 監
視 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ っ た 場
合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 出 力 時 間 、 す な わ ち 、 警 告 告 知 信 号 の 出 力 が 開 始 し て
か ら の 経 過 時 間 ｔ １ の 計 測 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ S１ ２ ） 。 こ の ス テ ッ プ S１ ２ は 、 告 知 時
間 計 測 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 振 動 モ ー タ ２ １ 、 及 び ス ピ ー カ ２ ２
へ 、 そ れ ぞ れ 警 告 告 知 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S１ ３ ） 。 こ の ス テ ッ プ S１ ３ は 、 告 知 手
段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 続 い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る か ど う か 確 認 す る （ ス
テ ッ プ S１ ４ ） 。 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S１ ５ へ 移 行 す る
。 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い な い 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S１ ８ へ 移 行 し 、 警 告 告 知 信
号 の 出 力 を 停 止 し 、 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ を リ セ ッ ト し て 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 つ ま り 、 ま だ 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る
場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ と 、 予 め 記 憶 し て い る 第 １ の 時 間 T T H
１ と を 比 較 す る （ ス テ ッ プ S１ ５ ） 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ が 第 １ の 時 間 T T H １ 未 満 の 場 合 、
処 理 は ス テ ッ プ S１ ４ へ 移 行 し 、 再 び 比 較 結 果 信 号 を 確 認 す る 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ が 閾
値 T T H １ 以 上 の 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ S１ ６ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 警 告 の 告 知 時 間 ｔ １ が 閾 値 T T H １ 以 上 の 場 合 、 つ ま り 、 CCD１ ０ が 異 常 温 度 に 耐 え ら れ な
い 時 間 が 経 過 し た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 源 供 給 部 １ ９ へ 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 振
動 モ ー タ ２ １ 、 及 び ス ピ ー カ ２ ２ へ 、 そ れ ぞ れ 終 了 告 知 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S１ ６
） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 続 い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 源 供 給 部 １ ９ へ 、 終 了 信 号 を 出 力 し 、 処 理 を 終 了 す
る （ ス テ ッ プ S１ ７ ） 。 こ の ス テ ッ プ S１ ７ は 、 シ ス テ ム 電 源 オ フ 手 段 を 構 成 す る 。 　
　 以 上 説 明 し た 構 成 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異
常 温 度 に な っ た こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き る 。 つ ま り 、 例 え ば ユ ー ザ が 表 示
部 ７ を 見 る こ と が で き な い 使 用 環 境 で あ っ て も 、 ス ピ ー カ ２ ２ か ら 警 告 音 が 出 力 さ れ 、 操
作 部 ３ が 振 動 す る こ と に よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部
が 異 常 温 度 で あ る こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き る 。 ま た 、 異 常 温 度 が 所 定 の 時
間 続 い た 場 合 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 を 切 る こ と に よ り 、 CCD１ ０ 自 体 の 発 熱 と 、 LED１
３ な ど の 発 熱 を 抑 え 、 CCD１ ０ の 破 壊 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 温 度 に 関 す る 第 １ の 閾 値 V T H １ 、 及 び 所 定 の 第 １ の 時 間 T

T H １ は 、 ユ ー ザ が 自 由 に 設 定 で き る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 以 下 に 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 　
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　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 挿 入 部 の 先 端 部 が 異 常
温 度 で あ る 場 合 、 ユ ー ザ の 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 に 訴 え る 警 告 を 出 力 す る 。 ま た 、 本 実 施
の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 警 告 の 告 知 時 間 を 計 測 し 、 そ の 警 告 の 告 知 時 間 に 応 じ て 警 告
を ３ 段 階 に 変 化 さ せ る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る 。 　
　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ と 同 一
の 構 成 要 素 を 含 ん で い る た め 、 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 用 い 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が
異 常 温 度 で あ る と 判 定 す る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 そ の 時 点 か ら 警 告 の 告 知 時 間
t２ を 計 測 す る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 第 １ の 時 間 T T H １ 、 第 ２ の 時 間 T T H ２ 、 第 ３ の 時 間 T T H ３
を 予 め 記 憶 し て い る 。 第 １ の 時 間 T T H １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 CCD１ ０ が 異 常 温
度 に 耐 え ら れ る 最 長 の 時 間 を 示 す 。 第 ２ の 時 間 T T H ２ は 、 第 １ の 時 間 T T H １ よ り も 短 い 時 間
を 示 す 。 第 ３ の 時 間 T T H ３ は 、 第 ２ の 時 間 T T H ２ よ り も 短 い 時 間 を 示 す 。 例 え ば 、 第 １ の 時
間 T T H １ は 、 ６ ０ 秒 、 第 ２ の 時 間 T T H ２ は 、 ４ ０ 秒 、 第 ３ の 時 間 T T H ３ は 、 ２ ０ 秒 、 と い う
よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 第 ３ の 時 間 T T H ３ 未 満 の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 ３ を
出 力 す る よ う な 警 告 ３ 告 知 信 号 を 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １
に そ れ ぞ れ 出 力 す る 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 第 ３ の 時 間 T T H ３ 以 上 第 ２ の 時 間 T T H ２ 未 満 の
場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 ２ を 出 力 す る よ う な 警 告 ２ 告 知 信 号 を 、 画 像 処 理 部 １
８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ に そ れ ぞ れ 出 力 す る 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 第 ２
の 時 間 T T H ２ 以 上 第 １ の 時 間 T T H １ 未 満 の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 １ を 出 力 す る
よ う な 警 告 １ 告 知 信 号 を 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ に そ れ ぞ
れ 出 力 す る 。 こ れ ら の 警 告 は 、 警 告 ３ が も っ と も 弱 く 、 警 告 １ が 最 も 強 い 警 告 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 視 覚 の 手 段 に よ る 警 告 は 、 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ る イ ン ジ ケ ー タ に よ っ て 告 知 さ れ る 。 図
３ は 本 実 施 の 形 態 に お け る 視 覚 の 手 段 に よ る 警 告 の 画 面 表 示 例 の 図 で あ る 。 図 ３ は 、 上 か
ら 警 告 ３ 、 警 告 ２ 、 警 告 １ の 表 示 例 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 表 示 画 面 ３ ０ は 、 下 部 に
イ ン ジ ケ ー タ ４ ０ が 表 示 さ れ る 。 こ の イ ン ジ ケ ー タ ４ ０ は 、 領 域 ４ １ 、 領 域 ４ １ に 隣 接 す
る 領 域 ４ ２ 、 及 び 領 域 ４ ２ に 隣 接 す る 領 域 ４ ３ を 有 し て い る 。 警 告 ３ を 告 知 す る 場 合 、 領
域 ４ １ の 色 が 変 化 す る 。 警 告 ２ を 告 知 す る 場 合 、 領 域 ４ １ 及 び 領 域 ４ ２ の 色 が 変 化 す る 。
警 告 １ を 告 知 す る 場 合 、 領 域 ４ １ 、 領 域 ４ ２ 、 及 び 領 域 ４ ３ の 色 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 聴 覚 の 手 段 に よ る 警 告 は 、 ア ラ ー ム 音 に よ っ て 告 知 さ れ る 。 警 告 ３ は 、 例 え ば 「 ピ ッ ピ
ッ ピ ッ ピ ッ ピ ッ ・ ・ ・ 」 と い う よ う な ア ラ ー ム 音 で あ る 。 警 告 ２ は 、 例 え ば 「 ピ ー ッ ピ ー
ッ ピ ー ッ ピ ー ッ ・ ・ ・ 」 と い う よ う な ア ラ ー ム 音 で あ る 。 警 告 １ は 、 例 え ば 「 ピ ー ー ー ー
ー ー ・ ・ ・ 」 と い う よ う な ア ラ ー ム 音 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 触 覚 の 手 段 に よ る 警 告 は 、 振 動 モ ー タ ２ １ 、 つ ま り 操 作 部 ３ の 振 動 に よ っ て 告 知 さ れ る
。 警 告 ３ は 、 例 え ば １ 秒 間 隔 ご と に 弱 く 振 動 す る 、 と い う よ う な 振 動 で あ る 。 警 告 ２ は 、
例 え ば 弱 く 振 動 し 続 け る 、 と い う よ う な 振 動 で あ る 。 警 告 １ は 、 例 え ば 強 く 振 動 し 続 け る
、 と い う よ う な 振 動 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 第 １ の 時 間 T T H １ 以 上 の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 内 視 鏡 シ
ス テ ム １ を 終 了 す る こ と を 告 知 す る た め の 終 了 告 知 信 号 を 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２
２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ に そ れ ぞ れ 所 定 の 時 間 の 間 、 出 力 す る 。 視 覚 の 手 段 に よ る 終 了 告
知 は 、 図 ３ に お け る 領 域 ４ １ 、 領 域 ４ ２ 、 及 び 領 域 ４ ３ の す べ て が 点 滅 す る と い っ た よ う
な 表 示 で あ る 。 聴 覚 の 手 段 に よ る 終 了 告 知 は 、 例 え ば 「 ブ ー 、 ブ ー 、 ブ ー 、 ブ ー 、 ・ ・ ・
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」 と い う よ う な ア ラ ー ム 音 で あ る 。 触 覚 の 手 段 に よ る 終 了 告 知 は 、 例 え ば １ 秒 ご と に 強 く
振 動 す る 、 と い う よ う な 振 動 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 動 作 を 図 を 用 い て 説 明 す る 。 　
　 図 ４ は 異 常 温 度 の 検 出 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 　
　 以 下 の 処 理 は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 が オ ン に さ れ る と 、 常 に 行 わ れ て い る も の で あ
る 。 ま た 、 以 下 の 処 理 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま ず 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る か ど う か 確 認 す る （ ス テ
ッ プ S２ １ ） 。 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S２ ２ へ 移 行 す る 。
比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い な い 場 合 、 処 理 は 終 了 し 、 引 き 続 き 比 較 結 果 信 号 の 出 力 を 監
視 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ っ た 場
合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 告 知 時 間 、 す な わ ち 、 警 告 告 知 信 号 の 出 力 が 開 始 さ れ
て か ら の 経 過 時 間 ｔ ２ の 計 測 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ S２ ２ ） 。 こ の ス テ ッ プ S２ ２ は 、 告 知
時 間 計 測 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ の 判 定 を 行 う （ ス テ ッ プ S２ ３ ）
。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 閾 値 T T H ３ 未 満 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S２ ４ へ 移 行 す る 。
警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 閾 値 T T H ３ 以 上 閾 値 T T H ２ 未 満 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S２ ５
へ 移 行 す る 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 閾 値 T T H ２ 以 上 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S２ ６ へ
移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 閾 値 T T H ３ 未 満 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部
１ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 、 そ れ ぞ れ 警 告 ３ 制 御 信 号 を 出 力 す る （ ス テ
ッ プ S２ ４ ） 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 閾 値 T T H ３ 以 上 閾 値 T T H ２ 未 満 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム
制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 、 そ れ ぞ れ 警 告 ２
制 御 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S２ ５ ） 。 警 告 情 報 の 出 力 時 間 ｔ ２ が 閾 値 T T H ２ 以 上 で あ る
場 合 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 、 そ れ ぞ れ 警 告 １ 制 御 信 号
を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S２ ６ ） 。 ス テ ッ プ S２ ４ 、 ス テ ッ プ S２ ５ 、 及 び ス テ ッ プ S２ ６ は 、
告 知 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る か ど う か 確 認 す る （ ス
テ ッ プ S２ ７ ） 。 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S２ ８ へ 移 行 す る
。 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い な い 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S３ １ へ 移 行 し 、 シ ス テ ム 制
御 部 １ ５ は 、 警 告 告 知 信 号 の 出 力 を 停 止 し て 、 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ を リ セ ッ ト し 、 処 理 を
終 了 す る 。 そ の 後 は 、 再 び 比 較 結 果 信 号 の 出 力 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 つ ま り 、 ま だ 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る
場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 情 報 の 出 力 時 間 ｔ ２ と 、 予 め 記 憶 し て い る 閾 値 T T H ４
と を 比 較 す る （ ス テ ッ プ S２ ８ ） 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 第 １ の 時 間 T T H １ 未 満 の 場 合 、 処
理 は ス テ ッ プ S２ ３ へ 移 行 し 、 再 び 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ を 判 定 す る 。 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２
が 第 １ の 時 間 T T H １ 以 上 の 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ S２ ９ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 警 告 の 告 知 時 間 ｔ ２ が 第 １ の 時 間 T T H １ 以 上 の 場 合 、 つ ま り 、 CCD１ ０ が 異 常 温 度 に 耐 え
ら れ な い 時 間 と な っ た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ ２ ２ 、 及
び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 、 そ れ ぞ れ 終 了 告 知 信 号 を 所 定 時 間 、 出 力 す る （ ス テ ッ プ S２ ９ ） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 続 い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 源 供 給 部 １ ９ へ 、 終 了 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S
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３ ０ ） 。 ス テ ッ プ S３ ０ は 、 シ ス テ ム 電 源 オ フ 手 段 を 構 成 す る 。 そ し て 、 処 理 は 終 了 す る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 説 明 し た 構 成 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異
常 温 度 に な っ た こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き る 。 ま た 、 警 告 の 告 知 時 間 に 応 じ
て 警 告 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ が 終 了 す る ま で ど の く ら い の 時 間 が あ
る か を 認 識 し な が ら 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の 時 間 T T H １ 、 第 ２ の 時 間 T T H ２ 、 及 び 第 ３ の 時 間 T T
H ３ は 、 ユ ー ザ が 自 由 に 設 定 で き る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 以 下 に 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 　
　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 挿 入 部 の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る 場 合 、 第 １ 及 び 第
２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 ユ ー ザ の 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 に 訴 え る 警 告 を 出 力 す る 。 ま た
、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 挿 入 部 の 先 端 部 の 温 度 上 昇 率 か ら 、 挿 入 部 の 先 端 部
が 所 定 の 温 度 に 達 す る ま で の 残 り 時 間 を 算 出 し て 、 そ の 残 り 時 間 に 応 じ た ３ 段 階 の 警 告 を
出 力 す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム
１ と 同 一 の 構 成 要 素 を 含 ん で い る た め 、 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 用 い 、 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 入 力 さ れ る 電 圧 値 V
を 所 定 の 記 憶 容 量 分 だ け 記 憶 す る 。 入 力 さ れ た 最 新 の 電 圧 値 Vは 、 記 憶 さ れ て い る 一 番 古
い 電 圧 値 Vに 上 書 き さ れ る 。 つ ま り 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 常 に 新 し い 電 圧 値 V、 つ ま り
挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 温 度 を 一 定 量 記 憶 し て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 温 度 に 関 す る 第 １ の 閾 値 で あ る 閾 値 V T H ２ と 、 温 度 に 関
す る 第 ２ の 閾 値 で あ る 閾 値 V T H ３ と を 記 憶 し て い る 。 閾 値 V T H ２ は 、 CCD１ ０ を 駆 動 し て も
問 題 の な い 温 度 の 上 限 を 示 す 値 で あ る 。 閾 値 V T H ３ は 、 こ の 温 度 を 超 え る と CCD１ ０ が 壊 れ
て し ま う と い う 温 度 を 示 す 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 入 力 さ れ た 最 新 の 電 圧 値 Vと 、 閾 値 V T H ２ と 、 閾 値 V T H ３ と を 比
較 す る 。 そ の 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 を 出 力 す る 。 電
圧 値 Vが 閾 値 V T H ２ 未 満 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 を 出 力 し な い 。
言 い 換 え る と 、 比 較 結 果 信 号 は 、 「 ０ 」 で あ る 。 電 圧 値 Vが 閾 値 V T H ２ 以 上 閾 値 V T H ３ 未 満
で あ る 場 合 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る と 判 定 し 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較
結 果 信 号 と し て 「 １ 」 を 出 力 す る 。 電 圧 値 Vが 閾 値 V T H ３ 以 上 で あ る 場 合 、 挿 入 部 ２ の 先 端
部 が CCDを 破 壊 す る 温 度 で あ る と 判 定 し 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 と し て 「
２ 」 を 出 力 す る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 電 圧 値 Vが 閾 値 V T H ２ 未 満 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 比 較 結 果 信 号 が 「 ０ 」 で あ る 場 合 、 シ ス
テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が CCD１ ０ を 駆 動 す る の に 適 し た 温 度 で あ る と 判 定
す る 。 こ の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 を 告 知 し な い よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 電 圧 値 Vが 閾 値 V T H ２ 以 上 閾 値 V T H ３ 未 満 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 比 較 結 果 信 号 が 「 １ 」 で
あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る と 判 定 す る 。 こ の
場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 記 憶 し た 一 定 量 の 電 圧 値 Vに 基 づ い て 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部
の 温 度 上 昇 率 を 算 出 す る 。 さ ら に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 算 出 し た 温 度 上 昇 率 に 基 づ い
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て 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 温 度 が 閾 値 V T H ３ へ 達 す る ま で に か か る 到 達 時 間 を 算 出 す る 。 そ
し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 告 知 時 間 を 計 測 し 始 め 、 到 達 時 間 に 達 す る ま で の 残
り 時 間 ｔ ３ を 算 出 す る 。 残 り 時 間 ｔ ３ は 、 到 達 時 間 か ら 警 告 の 告 知 時 間 を 引 い た も の で あ
る 。 つ ま り 、 残 り 時 間 ｔ ３ は 、 到 達 時 間 か ら カ ウ ン ト ダ ウ ン さ れ る こ と に な る 。 同 時 に 、
シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ ８ へ 残 り 時 間 ｔ ３ を 表 示 部 ７ に 表 示 さ せ る よ う な 制
御 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 第 ４ の 時 間 T T H ４ 、 及 び 第 ５ の 時 間 T T H ５ を 予 め 記 憶 し て
い る 。 第 ４ の 時 間 T T H ４ は 、 第 ５ の 時 間 T T H ５ よ り も 長 い 時 間 を 示 す 。 例 え ば 、 第 ４ の 時 間
T T H ４ は 、 ４ ０ 秒 、 第 ５ の 時 間 T T H ５ は 、 ２ ０ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ４ の 時 間 T T H ４ 以 上 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 ３ 告 知
信 号 を 出 力 す る 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ４ の 時 間 T T H ４ 未 満 第 ５ の 時 間 T T H ５ 以 上 に な っ た 場 合
、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 ２ 告 知 信 号 を 出 力 す る 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ５ の 時 間 T T H ５
未 満 に な っ た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 １ 告 知 信 号 を 出 力 す る 。 本 実 施 の 形 態 に
お け る 警 告 も 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 警 告 ３ が 最 も 弱 く 、 警 告 １ が 最 も 強 い 警 告 で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 残 り 時 間 ｔ ３ が ゼ ロ に な っ た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ
２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 、 終 了 告 知 信 号 を 出 力 す る 。 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は
、 電 源 供 給 部 １ ９ へ 終 了 信 号 を 出 力 し 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 を オ フ す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 電 圧 値 Vが 閾 値 V T H ３ 以 上 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 比 較 結 果 信 号 が 「 ２ 」 で あ る 場 合 、 シ ス
テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が CCD１ ０ が 壊 れ て し ま う 温 度 で あ る と 判 定 す る 。
こ の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 直 ち に 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 を オ フ し て 、 CCD１ ０
の 保 護 を 図 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 動 作 を 図 を 用 い て 説 明 す る 。 　
　 図 ５ は 異 常 温 度 の 検 出 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 　
　 以 下 の 処 理 は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 が オ ン に さ れ る と 、 常 に 行 わ れ て い る も の で あ
る 。 ま た 、 以 下 の 処 理 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま ず 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 比 較 結 果 信 号 の 判 定 を す る （ ス テ ッ プ S４ １ ） 。 比 較 結
果 信 号 が 「 ０ 」 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S５ ３ へ 移 行 す る 。 比 較 結 果 信 号 が 「 １ 」
で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S４ ２ へ 移 行 す る 。 比 較 結 果 信 号 が 「 ２ 」 で あ る 場 合 、 処
理 は 、 ス テ ッ プ S５ ２ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ S４ １ に お い て 、 比 較 結 果 信 号 が 「 ０ 」 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 ２ の 先 端
部 が CCD１ ０ を 駆 動 す る の に 問 題 の な い 温 度 で あ る 場 合 、 警 告 が 出 力 さ れ て い る か ど う か
の 確 認 を 行 う （ ス テ ッ プ S５ ３ ） 。 警 告 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S５ ４ に
移 行 す る 。 警 告 が 出 力 さ れ て い な い 場 合 、 処 理 は 終 了 し 、 再 び 比 較 結 果 信 号 の 出 力 を 判 定
す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 警 告 が 出 力 さ れ て い る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 の 出 力 を 停 止 し 、 到 達 時 間 ｔ
３ の 残 り 時 間 の 表 示 を 停 止 す る （ ス テ ッ プ S５ ４ ） 。 そ し て 処 理 は 終 了 し 、 再 び 比 較 結 果
信 号 の 出 力 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ S４ １ に お い て 、 比 較 結 果 信 号 が 「 １ 」 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 ２ の 先 端
部 が 異 常 温 度 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 記 憶 し て い る 電 圧 値 Vか ら 温 度 上 昇 率
を 算 出 す る （ ス テ ッ プ S４ ２ ） 。 ス テ ッ プ S４ ２ は 、 上 昇 率 算 出 手 段 を 構 成 す る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 続 い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 算 出 し た 温 度 上 昇 率 と 、 入 力 し た 電 圧 値 Vと に 基 づ い
て 、 挿 入 部 ２ の 先 端 の 温 度 が 閾 値 V T H ３ に 達 す る ま で の 残 り 時 間 ｔ ３ を 算 出 す る （ ス テ ッ
プ S４ ３ ） 。 同 時 に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 算 出 し た 残 り 時 間 ｔ ３ の カ ウ ン ト ダ ウ ン を
始 め る 。 こ の カ ウ ン ト ダ ウ ン は 、 新 し い 残 り 時 間 ｔ ３ が 算 出 さ れ る か 、 残 り 時 間 ｔ ３ が リ
セ ッ ト さ れ る ま で 、 常 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 残 り 時 間 ｔ ３ が 所 定 の 時 間 、 例 え ば １ ０ 分 未 満 で あ る か
ど う か 判 定 す る （ ス テ ッ プ S４ ４ ） 。 残 り 時 間 ｔ ３ が １ ０ 分 未 満 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス
テ ッ プ S４ ５ へ 移 行 す る 。 残 り 時 間 ｔ ３ が １ ０ 分 以 上 で あ る 場 合 、 CCD１ ０ へ の 影 響 が 少 な
い と 判 定 さ れ 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S５ ３ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 残 り 時 間 ｔ ３ が １ ０ 分 未 満 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 残 り 時 間 ｔ ３ を 判 定 す
る （ ス テ ッ プ S４ ５ ） 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ４ の 時 間 T T H ４ 以 上 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ
プ S４ ６ へ 移 行 す る 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ５ の 時 間 T T H ５ 以 上 第 ４ の 時 間 T T H ４ 未 満 で あ る 場
合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S４ ７ へ 移 行 す る 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ５ の 時 間 T T H ５ 未 満 で あ る 場 合
、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S４ ８ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ５ の 時 間 T T H ５ 未 満 で あ る 場 合 、 警 告 １ 告 知 号 を 出 力 、 す な わ ち 警 告
１ を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S４ ６ ） 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ５ の 時 間 T T H ５ 以 上 第 ４ の 時 間 T T H ４
未 満 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 警 告 ２ 告 知 信 号 を 出 力 、 す な わ ち 警 告 ２ を 出 力
す る （ ス テ ッ プ S４ ７ ） 。 残 り 時 間 ｔ ３ が 第 ４ の 時 間 T T H ４ 以 上 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御
部 １ ５ は 、 警 告 ３ 告 知 信 号 を 出 力 、 す な わ ち 警 告 ３ を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S４ ８ ） 。 ス テ
ッ プ S４ ６ 、 ス テ ッ プ S４ ７ 、 及 び ス テ ッ プ S４ ８ は 、 告 知 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 残 り 時 間 ｔ ３ を 表 示 部 ４ に 表 示 さ せ る よ う な 制 御 信 号
を 画 像 処 理 部 １ ８ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ S４ ９ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 続 い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 残 り 時 間 ｔ ３ が ゼ ロ に な っ た か ど う か を 判 定 す る （ ス
テ ッ プ S５ ０ ） 。 残 り 時 間 ｔ ３ が ゼ ロ に な っ た 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S５ １ へ 移 行 す る 。
残 り 時 間 ｔ ３ が ゼ ロ で は な い 場 合 、 処 理 は 終 了 し 、 再 び 比 較 結 果 信 号 の 出 力 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 残 り 時 間 ｔ ３ が ゼ ロ に な っ た 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ ８ 、 ス ピ ー カ
２ ２ 、 及 び 振 動 モ ー タ ２ １ へ 、 終 了 告 知 信 号 を 所 定 時 間 、 出 力 す る （ ス テ ッ プ S５ １ ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 源 供 給 部 １ ９ へ 、 終 了 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S５
２ ） 。 そ し て 、 処 理 は 終 了 す る 。 ス テ ッ プ S５ ２ は 、 シ ス テ ム 電 源 オ フ 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ス テ ッ プ S４ １ に お い て 、 比 較 結 果 信 号 が 「 ２ 」 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 挿 入 部 ２ の 先 端
部 が CCD１ ０ が 壊 れ て し ま う 温 度 で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 源 供 給 部 １ ９ へ
、 終 了 信 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ S５ ２ ） 。 そ し て 、 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 構 成 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異
常 温 度 に な っ た こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き る 。 ま た 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、
挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 温 度 上 昇 率 か ら 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 所 定 の 温 度 に な る ま で の 残 り 時
間 を 算 出 し 、 そ の 残 り 時 間 に 応 じ て 警 告 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ が 終
了 す る ま で ど れ く ら い の 時 間 が あ る か を 認 識 し な が ら 、 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 閾 値 V T H ２ 、 閾 値 V T H ３ 、 第 ４ の 時 間 T T H ４ 、 及 び 第 ５ の 時 間 T T H ５ は 、 ユ ー ザ が 自
由 に 設 定 で き る よ う に し て も 良 い 。
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【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 以 下 に 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 　
　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 挿 入 部 の 先 端 部 が 異 常
温 度 で あ る 場 合 、 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 に 訴 え る 警 告 を 出 力 す る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の
内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ か ら 第 ３ の 実 施 の 形 態 と は 異 な り 、 振 動 モ ー タ が 操 作 部 で は な く
、 操 作 部 及 び 本 体 部 と は 別 の 筐 体 に 配 置 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ と 同 一
の 構 成 要 素 を 含 ん で い る た め 、 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 用 い 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ６ は 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 概 略 的 な ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。 　
　 図 ６ に 示 す よ う に 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 振 動 モ ー タ ２ １ を 有 す る 警 告 ユ ニ ッ ト ８ を 具 備
す る 。 こ の 警 告 ユ ニ ッ ト ８ は 、 操 作 部 ３ 及 び 本 体 部 ５ と は 異 な る 筐 体 に よ り 構 成 さ れ 、 ケ
ー ブ ル ９ を 介 し て 本 体 部 ５ と 接 続 さ れ る 。 警 告 ユ ニ ッ ト ８ は 、 例 え ば 小 さ い 立 方 体 構 造 、
腕 に 巻 き つ け る リ ス ト バ ン ド 構 造 、 腰 に 巻 き つ け る ベ ル ト 構 造 等 、 ユ ー ザ が 携 帯 、 も し く
は 身 に 付 け る こ と が で き る 構 造 で あ れ ば ど の よ う な 構 造 で も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ケ ー ブ ル ９ は 、 十 分 長 く 、 ユ ー ザ は 、 警 告 ユ ニ ッ ト ８ を 腕 に 巻 き つ け た り 、 ポ ケ ッ ト に
入 れ る 等 す る こ と に よ り 携 帯 し て 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ る 観 察 を 行 う こ と が で き る も の
と す る 。 そ の 他 の 構 成 、 及 び 動 作 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 ユ ー ザ が 操 作 部 ３ を 把 持 し て い な く て も
、 触 覚 の 手 段 に よ り 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る こ と に 気 が つ く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 警 告 ユ ニ ッ ト ８ は 、 ユ ー ザ の 聴 覚 に 訴 え る 手 段 を 有 し て い て も 良 い 。 さ ら に 、 警
告 ユ ニ ッ ト ８ は 、 ユ ー ザ の 視 覚 に 訴 え る 手 段 を 有 し て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は 、
挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る こ と に 一 層 気 づ き や す く な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 さ ら に 、 警 告 ユ ニ ッ ト ８ は 、 一 つ で は な く 、 複 数 で あ っ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、
内 視 鏡 シ ス テ ム １ を 操 作 す る ユ ー ザ 、 表 示 部 ７ を 観 察 す る ユ ー ザ 、 と い っ た よ う に 複 数 の
ユ ー ザ が 警 告 を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お ま た 、 警 告 ユ ニ ッ ト ８ は 、 ケ ー ブ ル ９ で は な く 、 無 線 通 信 、 例 え ば Bluetooth等 に
よ っ て 本 体 部 ５ と 通 信 接 続 さ れ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 本 体 部 ５ か ら さ ら に 離 れ て 位 置 す る
ユ ー ザ に も 、 警 告 を 発 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 CCDが 異 常 温 度
に な っ た こ と を 確 実 に ユ ー ザ に 伝 え る こ と が で き 、 異 常 温 度 に よ っ て CCDが 破 壊 し な い よ
う に 観 察 の 中 止 を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 視 覚 の 手 段 に よ る 警 告 は 、 ユ ー ザ が 視 覚 を 介 し て 、 挿 入 部
２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る こ と に 気 が つ け れ ば 、 ど の よ う な も の で も 良 い 。 例 え ば 、 表
示 部 ７ に 挿 入 部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る こ と を 示 す ア イ コ ン 等 を 表 示 し て も 良 い 。 さ
ら に 、 例 え ば 操 作 部 ３ 、 本 体 部 ５ 、 も し く は 警 告 ユ ニ ッ ト ８ 等 に 例 え ば ラ ン プ 、 LED等 の
発 光 装 置 を 設 け て 、 そ れ を 発 光 さ せ る こ と に よ っ て 警 告 を 告 知 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 聴 覚 の 手 段 に よ る 警 告 は 、 ユ ー ザ が 聴 覚 を 介 し て 、 挿 入 部
２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る こ と に 気 が つ け れ ば 、 ど の よ う な も の で も 良 い 。 例 え ば 、 音
声 に よ る メ ッ セ ー ジ 、 音 楽 、 効 果 音 等 を 出 力 す る よ う に し て も 良 い 。 さ ら に 、 聴 覚 の 手 段

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-151594 A 2007.6.21



に よ る 警 告 を 出 力 す る ス ピ ー カ ２ ２ は 、 例 え ば 操 作 部 ３ 、 警 告 ユ ニ ッ ト ８ 等 に 配 置 し て も
良 い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 さ ら に 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 触 覚 の 手 段 に よ る 警 告 は 、 ユ ー ザ が 触 覚 を 介 し て 、 挿 入
部 ２ の 先 端 部 が 異 常 温 度 で あ る こ と に 気 が つ け れ ば 、 ど の よ う な も の で も 良 い 。 例 え ば 、
ユ ー ザ の 肌 に 電 気 的 な 刺 激 を 与 え る も の 、 ユ ー ザ の 肌 に 密 着 し た 部 分 の 温 度 、 又 は 圧 力 が
変 化 す る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 警 告 の 告 知 時 間 、 及 び 残 り 時 間 に 応 じ て 、 警 告 が 変 化 す る
よ う な 構 成 に な っ て い る が 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 温 度 に 応 じ て 警 告 が 変 化 す る よ う に し て
も 良 い 。 例 え ば 、 CCD１ ０ を 駆 動 す る の に 適 し た 温 度 か ら １ ０ ℃ 上 昇 す る ま で は 、 警 告 ３
を 告 知 し 、 １ ０ ℃ か ら ２ ０ ℃ 上 昇 す る ま で は 、 警 告 ２ を 告 知 し 、 ２ ０ ℃ か ら ３ ０ ℃ 上 昇 す
る ま で は 、 警 告 １ を 告 知 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 さ ら に 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 警 告 を 告 知 し て か ら の 経 過 時 間 が 所 定 の 時 間 に 達 し た と
き に 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 電 源 を オ フ す る よ う な 構 成 に な っ て い る が 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １
が 省 電 力 状 態 に 移 行 す る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 、 CCD１ ０ の 駆
動 を 停 止 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お ま た 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 警 告 を 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 の ３ つ の 手 段 に よ り 同 時
に 告 知 す る よ う に 構 成 し て い る が 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 の 温 度 、 も し く は 警 告 の 告 知 時 間 に
応 じ て 、 そ れ ぞ れ の 手 段 が 別 々 に 警 告 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 さ ら に 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 警 告 を 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 の ３ つ の 手 段 に よ り 告 知 す
る よ う に 構 成 し て い る が 、 視 覚 、 聴 覚 、 及 び 触 覚 の う ち 少 な く と も ２ つ の 手 段 に よ り 告 知
す る よ う に し て も 良 い 。 少 な く と も ２ つ の 手 段 に よ る 告 知 を 行 う こ と に よ り 、 １ つ の 手 段
に よ る 告 知 よ り も 、 ユ ー ザ が 警 告 に よ り 気 が つ き や す く な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え
な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 概 略 的 な ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 異 常 温 度 の 検 出 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 視 覚 の 手 段 に よ る 警 告 の 画 面 表 示 例 の 図 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 異 常 温 度 の 検 出 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 異 常 温 度 の 検 出 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 変 形 例 の 概 略 的 な ブ ロ ッ ク 構 成 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 １ 　 　 内 視 鏡 シ ス テ ム 、 ２ 　 　 挿 入 部 、 ３ 　 　 操 作 部 、 ４ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル 、
５ 　 　 本 体 部 、 ６ 　 　 固 定 具 、 ７ 　 　 表 示 部 、 ８ 　 　 警 告 ユ ニ ッ ト 、 ９ 　 　 ケ ー ブ ル 、 １
０ 　 電 荷 結 合 素 子 、 １ １ 　 レ ン ズ 、 １ ２ 　 発 光 ダ イ オ ー ド 、 ２ ２ 　 ス ピ ー カ 、 ３ ０ 　 表 示
画 面 、 ４ ０ 　 イ ン ジ ケ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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